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障
鯵
岬

　
　
り

同
　
好
　
會
　
報

●
十
月
例
會
　
　
十
月
二
十
七
日
午
後
三
時
．
京
都
大
學
物
理
學
敏
室
で
例

會
な
開
い
れ
。
紳
戸
大
阪
あ
た
り
か
ら
も
集
ま
ら
る
》
熱
心
家
が
あ
り
、
全
出

席
六
十
鹸
名
、
會
員
外
傍
聴
二
名
。
山
本
幹
票
の
紹
介
に
て
左
の
講
演
が
あ
っ

れ
。　

　
　
月
蝕
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
古
川
龍
城
氏

講
演
後
，
山
本
幹
事
は
来
國
よ
り
の
最
近
報
に
よ
リ
テ
ソ
ペ
．
ル
・
百
濟
彗
星
の

誤
電
事
件
た
報
告
。
そ
れ
か
ら
一
同
、
大
好
天
丈
量
で
月
蝕
の
實
地
観
測
を
見

回
し
た
。

．
大
竃
で
は
當
夜
、
山
本
助
敏
授
指
導
の
下
に
八
名
の
職
員
及
學
生
は
大
小
各

種
の
望
蓮
鏡
な
用
っ
て
皆
既
月
蝕
の
時
刻
存
観
測
し
れ
。
蝕
は
午
後
九
時
二
十

五
分
に
初
麟
、
同
十
時
二
十
八
分
に
食
麟
が
起
つ
た
。
静
か
三
秋
の
夜
空
に
、
聲
・

高
く
唄
へ
ら
れ
ろ
グ
ロ
ノ
メ
ー
ト
突
標
準
時
計
）
の
秒
数
な
聞
き
な
が
ら
、
望
蓮

鏡
に
よ
っ
て
墨
画
奄
観
ろ
斎
垣
者
等
は
何
れ
も
皆
頗
る
繁
張
・
し
て
戦
つ
れ
が
、

何
分
に
も
雲
が
多
ゼ
の
で
甚
だ
む
く
苦
職
の
騰
で
あ
っ
六
。
見
晒
者
等
は
此
の

特
異
な
状
景
か
見
て
一
種
の
嚴
粛
さ
々
感
ぜ
さ
ぜ
ら
れ
れ
。
I
l
十
一
時
に
至

っ
て
空
は
全
く
曇
つ
れ
れ
め
翻
測
は
止
な
得
ず
打
ち
切
り
、
一
同
退
散
す
。

●
出
張
講
演
　
山
本
幹
事
は
會
員
棚
橋
陽
吉
氏
の
斡
旋
に
よ
り
、
＋
一
月

十
五
H
第
三
高
等
學
校
に
於
い
て
同
校
學
生
百
五
十
名
の
た
め
に
、
同
好
會
の

名
揺
以
っ
て
左
の
講
演
な
こ
六
。

　
　
　
題
『
金
星
に
委
す
る
諸
問
題
』

　
次
で
叉
十
一
月
二
十
五
日
山
本
幹
事
は
同
志
杜
大
業
に
出
張
、
會
員
海
老
恒

治
氏
の
紹
介
で
左
の
題
で
宣
傳
述
部
術
講
演
な
試
み
た
。

　
　
　
願
『
太
陽
系
の
構
造
』

●
宣
傅
族
行
　
休
側
か
利
用
し
て
山
本
幹
事
・
、
擁
田
昏
、
は
＋
一
月
二
＋

日
か
ら
憩
戸
岡
山
方
面
に
宣
傳
的
講
演
族
行
を
や
つ
六
。
平
戸
で
に
會
員
渡
擾

定
助
氏
萬
般
の
準
備
斡
旋
に
當
ら
れ
、
　
二
十
日
午
後
七
畦
、
紳
戸
尋
堂
高
等
小

學
校
で
左
の
プ
ロ
グ
テ
ム
で
行
は
れ
れ
。
下
口
理
學
士
が
参
加
ぜ
ら
れ
た
の
は

吾
等
の
最
も
愉
快
こ
す
ろ
所
で
あ
っ
れ
。

　
　
　
『
金
星
の
話
」
　
　
　
　
　
幹
審
運
學
士
　
山
　
本
　
一
　
藩
氏

　
　
　
『
天
氣
回
報
に
つ
い
て
」
　
理
墨
・
士
關
ロ
鯉
吉
氏

　
岡
山
で
は
熱
心
な
る
水
野
千
里
氏
の
斡
旋
に
よ
り
連
日
に
わ
れ
り
宣
傳
蓮
動

が
催
さ
れ
れ
。
大
要
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
ぬ
　
　
ら

　
二
十
一
日
午
後
七
時
　
學
術
講
演
會
。

　
　
　
岡
山
数
學
物
理
學
會
及
同
博
物
學
會
主
催
、
第
六
高
等
學
校
で
開
會
、

　
　
　
左
の
講
演
が
あ
っ
れ
。

　
　
　
　
『
星
の
物
琿
學
「
　
　
　
　
　
山
本
理
學
士

　
　
　
講
演
後
、
同
校
庭
で
三
四
望
遠
鏡
に
よ
り
若
干
の
天
国
か
槻
潤
し
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
こ
十
二
日
午
後
一
暗
　
講
話
會
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
の
題
で
同
校
講
堂

私
立
吉
備
商
業
學
校
職
員
生
徒
入
落
名
の
れ
め
、

　
　
に
開
催
。

　
　
　
『
天
文
學
の
乱
用
方
面
』

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
へ

同
　
　
H
午
後
七
時
　
通
俗
講
演
會

　
　
岡
山
市
飯
野
會
主
催
、

　
　
つ
た
。

　
　
　
『
天
丈
學
ぞ
」
人
生
』

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
カ

ニ
十
三
冒
午
前
九
時
　
仁
術
講
演
會

　
　
岡
山
市
教
育
者
の
れ
め
、

　
　
つ
六
。

　
　
　
『
太
陽
系
統
の
概
襯
』

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ

同
日
午
後
二
時
理
科
懇
談
會

山
　
本

山
　
本

山
　
本

理
　
學
　
士

岡
山
市
立
商
業
學
校
で
開
催
。
左
の
講
演
が
あ

理
　
學
　
士

同
市
立
商
業
學
校
馳
で
開
催
、
左
の
講
演
が
あ

理
　
學
　
士

　
　
恰
も
岡
山
中
三
校
で
開
か
れ
れ
物
理
撃
校
同
窓
會
の
招
き
に
磨
じ
，
山

　
　
本
理
學
士
は
『
数
週
物
豊
野
の
革
命
期
』
ミ
題
し
て
現
今
の
科
學
界
な
大

　
　
覧
・
し
運
學
者
一
般
の
奮
起
奄
叫
ん
だ
。

か
く
て
同
幹
事
は
二
十
三
日
夜
牛
京
都
に
麟
着
。


